
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成30年度決算）
長野県伊那中央行政組合（事業会計分）　伊那中央病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 非設置 390

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 29 対象 ド 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 感 災 地 輪 - 4 394

390

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

- 39,114 非該当 ７：１ 390 -

- 年度 - 年度 - 年度

Ⅰ 地域において担っている役割
上伊那地域の基幹総合病院として、救急医療、高
度・専門医療など病気の急性期における診療を主
体としており、救命救急センター、地域がん診療
連携拠点病院、地域医療支援病院、地域周産期母
子健康センター、臨床研修病院、災害拠点病院、
第二種感染症指定医療機関などに指定されていま
す。

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H27 H28 H30 H26 H27 H28 H29 H30H29 H30 H26 H27 H28 H29

当該値 104.4 99.9 99.7 96.5 92.8当該値 105.4 100.9 100.0 95.5 93.5 当該値 82.4 80.1 83.3 83.1 79.2当該値 4.6 3.7 3.5 8.4 15.5

平均値 90.2 91.1 90.1 89.6 89.7平均値 97.7 98.0 97.2 97.0 97.8 平均値 70.6 71.3 72.6 73.5 74.1平均値 80.7 73.1 76.3 80.7 75.9

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

外来収益を中心に収入は増加しましたが、北棟開設に伴う減価償
却費の増加(過去最大)や診療体制の充実に伴う人件費の増加な
ど、費用の伸びの方が大きく、前年に続く赤字決算となったた
め、①経常収支比率及び②医業収支比率は共に前年を下回り、③
累積欠損金比率は増加しました。
④病床利用率は類似病院平均を上回っているものの80%を切る一
方、⑤入院患者１人１日当たり収益は大きく伸びており、患者１
人当たり平均入院日数の減少が影響した形となりました。⑥外来
患者１人１日当たり収益は増加し、類似病院平均をやや上回る状
況が続いています。
⑦職員給与費対医業収益比率は、技術職を中心とした職員増によ
り増加が続き、⑧材料費対医業収益比率も、薬品費や診療材料費
の増加に伴う伸びで、平成30年度は類似病院平均を上回りまし
た。設備や人材への投資に対し、それに見合う規模の収入増と
なっていない状況であり、今後診療報酬加算の取得など更なる収
益に繋げていくことで、各種指標は改善していくものと見込んで
います。

2. 老朽化の状況について

H26 H27 H28 H29 H30 H26 H29 H30 大規模な投資が落ち着いたことで、①有形固定資
産減価償却率や②器械備品減価償却率は上昇に転
じましたが、まだ類似病院平均値を大きく下回る
状況です。③１床当たり有形固定資産は増加に歯
止めがかかりましたが、高度・専門医療を提供す
るために必要な高額医療器械等の導入を行ってい
ることが、類似病院平均と比較した有形固定資産
の保有規模の大きさ（１床当たりで＋1,644万
円）に表れています。医療器械の法定耐用年数は
５～８年のものが多いですが、可能な限り使い続
けながら、今後の更新を計画的に進めていく必要
があります。

H30 H26 H27 H28

21.6 22.0 21.9 23.2 23.760.1 当該値67,204 当該値

H28 H29H27 H28 H29 H30 H26 H27

平均値 48,921 50,413 50,510 50,958

54.2 57.4 58.3 59.012,581 13,151 13,157 13,907 14,483 当該値

12,272 13,096 13,552 13,792

当該値 64,073 64,274 64,182 64,995

23.6

2. 老朽化の状況

全体総括

北棟開設による設備投資により平成30年度の減価
償却費は過去最大規模となったほか、診療体制の
充実に伴って人件費も増加し、前年度に引き続い
ての赤字決算となりました。単年度収支の赤字額
は今後減少していく見通しですが、再び黒字とな
るには数年程度を要する見通しのため、その間に
累積欠損金は増加していきます。
収益は増加傾向が続いていますが、高度急性期病
院としての投資に見合う施設基準や加算の取得に
努め更なる収益の確保を図ることを主軸に、費用
の節減にも努めながら収支の改善を目指していき
ます。

H26 H27 H28 H29 H30 H26

56.0 平均値 23.2 23.9 23.8 23.914,290 平均値 55.6 54.8 55.8 56.152,405 平均値

H28 H29 H30

当該値 40.9 43.4 45.0 41.8 43.7 当該値

H27 H28 H29 H30 H26 H27

54,973,871 55,486,096 57,885,124 66,414,495 65,358,95457.9 当該値

平均値 48.9 50.3 49.8 50.9

64.1 66.1 63.6 56.5

48,918,36468.2 平均値 41,593,368 42,578,034 45,645,830 47,082,77851.9 平均値 65.4 65.7 65.0 66.8
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③累積欠損金比率(％)
【64.1】
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①経常収支比率(％)
【98.8】
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②器械備品減価償却率(％)
【68.8】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【47,139,449】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【54.8】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,708】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【52,412】


